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１．研究の目的と概要  

地方公共団体の道路管理者にとって，近年の公共事業費や職員数の削減，組織統合による現場までの距離の

遠隔化および管理すべき施設の増加という社会環境の中で，効率的な道路施設の維持管理が求められている．

そこで，車載の民生用ハイビジョンビデオカメラ，コンデンサマイクおよび GPS 付 3 次元モーションセンサ

（以下センサ）により取得したデータを活用して，アスファルト舗装路面の客観的評価を行い，補修の検討を

すべき個所を選別する手法を開発 1)した．今回はセンサ取得データのうち縦断勾配データを活用し，路面変位

を検出する手法を提案し，実道路での検証結果を示す． 

２．路面変位の考え方 

 近年，道路の陥没事故が散見され，地方自治体においても路面下の空洞調査についての関心が高まっている．

地下の空洞個所調査手法はすでに他社で開発され運用されているが，今回紹介する事例は，道路表面の変位を

簡易かつ迅速に測定・解析し，調査頻度を高め経年比較を行うことにより，路面陥没の予兆をとらえられない

かという点に主眼を置いたものである．ここで使用したセンサを図-1，センサスペックを表-1，測定車両緒元

を表-2，センサ設置状況を図-2に示す．このセンサと車両を使用して調査対象道路を走行後，センサのピッチ

角から算定される縦断勾配データを活用し．図-3 に示す縦断勾配補正フローでセンサ設置角を補正した縦断

勾配に基づき，図-4に示す相対道路縦断を算定し，次に路面変位を算定する．路面変位の値は図-4中の算定

式で示す通り，変位を求めるポイントの標高と前後のポイントの標高の平均値との差としている． 
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図-4 路面変位の考え方 

 

図-2 測定車輌とセンサ設置状況 

 

図-1 センサ(MTi-G) 

 

表-1 センサスペック 

 項　　目 表示単位 加速度

単位;unit m/sec
2

最大尺度;FS units +/- 50

直線性 % of FS 0.2

ノイズ密度 units/√Hz 0.002

帯域幅 Hz 30

A/D解像度 bits 16

項　　目

GPS信号

信号取得周波数

最大入力加速度

性　　能

4Hz,2.5mCEP

120Hz(max)

4g

図-3 縦断勾配補正フロー 
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３．検出結果 

 図-5は路面変位検出対象路線を示し，延長約 2.5kmで走行方向は図中赤矢印に示す．図-6は対象路線解析

結果 EXCEL出力例を示し，図中青枠が推定相対標高で，図-7上段の相対標高グラフとなり，図中緑枠が路面

変位で，図-7下段の路面変位グラフとなる．測定単位は 1秒とし，時速 50kmの場合 13.8m毎の間隔となる．

図-7下段の路面変位グラフの着色について，路面変位が±10cmを超えた場合赤，±5cmから±10cmまでを

黄，±5cm以内を緑としている．図-7下段の路面変位グラフで±10cmを超えたポイントは A,B,Cの 3点であ

る．図-7中のポイント A,C については図-7上段の相対標高グラフから縦断曲線区間であることが読み取れ，

路面変位が 10cmを超える理由は説明できる．しかし，ポイント Bについては縦断曲線が入っていない区間と

考えられるため，道路の沈下が推定される．そこでポイント Bのデータを検証すると図-6赤枠の部分であり，

その個所の走行映像のスクリーンショットを図-8に示す．図中赤丸内白矢印の部分が沈下個所として，歩車

道境界ブロックやラインのゆがみから確認することができる．さらに，図-6赤枠内緯度経度データを活用し

て，沈下個所を図-5中の赤丸内の位置であると地理院地図上に示すことも可能である． 

４．まとめ 

本研究では，道路縦断勾配データを活用した路面変位データによる路面沈下個所検出の可能性について検証

した結果，沈下個所を検出可能であることがわかった．開発した手法は簡易かつ迅速に測定・解析が可能であ

ることから，行政で活用する際，予算制約下においても計測頻度を高めることも可能であり，測定データを蓄

積することにより，路面変位の経時比較を行うことで，変状の早期発見の可能性が高まると考えられる． 
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図-6 対象路線解析結果 EXCEL出力例 
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図-5 路面変位検出対象路線 
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図-8 最大沈下個所スクリーンショット 
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図-7 対象路線解析結果 
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